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第 4回ネットワーク構築検討部会（2021年 10月２７日）下村委員説明資料 

 

職業訓練、能力開発、スキルアップ、キャリアアップに関するメモ 

 

①求職者支援制度利用者の訓練前後を比較した調査結果 
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・「基礎コース」の重要性⇒十分に基礎的な職業スキルを身につける機会のなかった求職者

に基礎的なスキルを付与する。あわせて生活スキルも立て直す。 

・「ライフスキル」の重要性⇒ライフスキルをベースに就労に向かう基盤を形作る。もとも

と持っているライフスキルを就労場面に転換する機会を提供する。 

・「自信」の重要性⇒基礎コースの受講者が最も自信がついたと回答。就労に向けた基本的

な自信、自己効力感を形成する。 

 

※概して、「職業訓練」の議論では、長期間にわたる高度な職業訓練、高度な専門性を身に

着けた専門的な人材の養成に傾きがちになるが、職業訓練で最も効果が高いのは基礎的な

訓練を受ける層。基礎コースを充実させるとともに、基礎コースがより実効を伴い、就労に

結びつきやすいような施策の展開が求められる。 

-------------------------------------------- 

※「介護福祉」は、子供がいる、高校卒・中学校卒、収入・資産が少ない、生活保護受給者、直近の就労形態がパート・アルバイ

トまたは自営業、求職期間長い、雇用保険には加入せず、給付金申請者などで多かった。 

※「基礎コース」は、中学校卒、生計の主な担い手と同居、収入低い、直近の就労形態がパート・アルバイト、非正規就労経験

長いなどで多かった。 

※「IT 分野」「営業・販売・事務」は、大学・大学院卒、本人収入高い、生活保護を受けていない、直近の就労形態が正社員・正

職員で多かった。 

②ハローワーク求職台帳及び雇用保険業務に関する台帳から訓練受講者 18,666 名と訓練非

受講者 12,060 名を比較した調査 

⇒「性別」「年齢」「前職賃金日額」「希望職業」「フルタイム就労希望」等を傾向スコアマッ

チングの手法によって統制。職業訓練の効果のみを比較。 
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③求職者支援訓練で「役立ったもの」「もっと受けたかったもの」 

 

図表４－１２ 就職支援およびキャリア・コンサルティングで「役に立った」もの 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ ％
履歴書の作成指導 2724 59.7
個別の職業相談（キャリア・コンサルティング） 2717 59.5
ジョブ・カードの作成の支援及び交付 2423 53.1
職場見学、職場体験、企業実習 1656 36.3

面接指導 1547 33.9
求人情報の提供 1378 30.2
地域の雇用情勢等に関する説明（職業人講話等） 903 19.8
ハローワークへの訪問指示 722 15.8
職業紹介 701 15.3
外部のキャリア・コンサルタントによる個別相談 398 8.7
ハローワークが行う就職説明会のお知らせ 279 6.1
※訓練後調査に回答した4,797名による回答。ただし、無回答・欠

損値の230名を除く。
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図表４－２６ 就職支援およびキャリア・コンサルティングで「もっと受けたかった」もの

 

 

 

 

⇒「履歴書の作成指導（ジョブ・カードの作成支援含む）」「個別の職業相談（キャリアコン

サルティング）」「職場見学、職場体験、企業実習」のニーズは高い。 

Ｎ ％

職場見学、職場体験、企業実習 1053 26.3%
個別の職業相談（キャリア・コンサルティング） 936 23.4%

面接指導 889 22.2%
職業紹介 729 18.2%
求人情報の提供 705 17.6%

履歴書の作成指導 688 17.2%
地域の雇用情勢等に関する説明（職業人講話等） 490 12.2%

外部のキャリア・コンサルタントによる個別相談 395 9.9%
ジョブ・カードの作成の支援及び交付 285 7.1%

ハローワークが行う就職説明会のお知らせ 98 2.4%
ハローワークへの訪問指示 49 1.2%


